
みずほCustomer Desk Report  2016/07/14 号（As of 2016/07/13）
【昨日の市況概要】 公示仲値 104.64

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY USD/CHF GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 104.73 1.1060 115.81 0.9893 1.3268 0.7602
SYD-NY High 104.88 1.1120 116.23 0.9895 1.3340 0.7638
SYD-NY Low 103.91 1.1042 114.96 0.9822 1.3134 0.7578
NY 5:00 PM 104.46 1.1089 115.87 0.9854 1.3150 0.7609

USD/JPY Volatility 1M ATM (NY Close Lvl) 14.525/15.025 Δ25RR 1.125 Yen Call Over
NY DOW 18,372.12 24.45 債券市場 日本2年債 -0.3510 ▲0.5bp      
NASDAQ 5,005.73 ▲ 17.09 日本10年債 -0.2800 ▲1.0bp      

S&P 2,152.43 0.29 米国2年債 0.6651 ▲2.4bp      
日経平均 16,231.43 135.78 米国5年債 1.0602 ▲2.6bp      

TOPIX 1,300.26 14.53 米国10年債 1.4743 ▲3.6bp      
ｼｶｺﾞ日経先物 16,425 ▲175.00 独10年債 -0.0620 2.9bp         

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,670.40 ▲10.29 英10年債 0.7450 ▲8.3bp      【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】
DAX 9,930.71 ▲33.36 豪10年債 1.9760 3.2bp         　

ﾊﾝｾﾝ指数 21,322.37 97.63 為替市況 USD/CNH 6.6899 ▲ 0.0069
上海総合 3,060.69 11.31 ドルインデックス 96.22 ▲0.23

USDJPY 3M Vol 12.77 ▲0.36% 商品市況 CRB指数 188.589 ▲1.64
USDJPY 6M Vol 12.25 ▲0.31% NY金 1,343.600 8.30
EURJPY 3M Vol 13.42 ▲0.39% WTI 44.750 ▲2.05
EURJPY 6M Vol 13.12 ▲0.38% Dubai Spot 43.54 0.31
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【昨日の指標等】
Date Time Event 結果 予想

7月13日 10:30 米 メスター・クリーブランド連銀総裁、講演 - - -
13:30 日 鉱工業生産・確報値（前月比/前年比） 5月 -2.6%/-0.4% -/-
18:00 欧 鉱工業生産・確報値（前月比/前年比） 5月 -1.2%/0.5% -0.8%/1.3%
20:00 米 MBA住宅ローン申請指数 7/8週分 7.2% -
22:00 米 カプラン・ダラス連銀総裁、講演 - - -
23:00 加 BOC政策金利 - 0.50% 0.50%

7月14日 03:00 米 ベージュブック - - -

【本日の予定】
Date Event 予想 前回

7月14日 08:50 日 対内・対外証券投資 7/8週分 - -
10:30 豪 雇用者数/失業率 6月 10.0K/5.8% 17.9K/5.7%
20:00 英 BOE政策金利/資産購入目標 7月 0.25%/￡3,750B 0.50%/￡3,750B
21:30 米 新規失業保険申請件数 7/9週分 265K 254K
21:30 加 新築住宅価格指数（前月比/前年比） 5月 0.2%/2.2% 0.3%/2.1%
21:30 米 PPI /コアPPI（前月比） 6月 0.3%/0.1% 0.4%/0.3%

7月15日 00:15 米 ロックハート・アトランタ連銀総裁、講演 - - -
02:15 米 ジョージ・カンザスシティ連銀総裁、講演 - - -

【マーケット・インプレッション】
　
　 　

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：西谷・橋

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されています
が、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断で
なさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。
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NY時間のﾄﾞﾙ円は104.64ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡朝方は食料や飲料品等の低下を受け､米6月輸入物価が予想を下回り､ﾄﾞﾙ円は104.46まで反落
する｡その後暫くは狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続くが､米金利が低下し堅調にｽﾀｰﾄしたﾀﾞｳがﾏｲﾅｽ圏へ反落する展開にﾄﾞﾙ売りが優勢となり､短
期筋の売りも持ち込まれているとの話に加え､ｱﾄﾗﾝﾀ連銀が7月のﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾌﾚ期待が6月分から小幅に低下したと発表したこともあり､
103.91まで下落する｡午後は､ﾍﾞｰｼﾞｭﾌﾞｯｸが発表されたが特に目新しい内容ではなかったことからﾄﾞﾙ円の特段の反応は無かったものの､軟
調な株式市場が切り返す展開にﾄﾞﾙ円は下げ渋り､104.45まで戻す｡終盤に掛けては､狭いﾚﾝｼﾞでの推移が続き､104.46ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡
一方､ﾕｰﾛﾄﾞﾙは海外市場で1.1042まで下落する局面もあったものの､その後は下げ渋り､1.1075ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ｡朝方はﾄﾞﾙ売りが先行し
たことから1.1120まで上昇するが､このﾚﾍﾞﾙでは利益確定の売り意欲もあり､1.1110付近での推移が続く｡終盤に掛けては再びﾄﾞﾙ買いが
優勢となったことからじり安で推移し､1.1089ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした｡(NY 00531 113 682井上)
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前日海外時間でﾀﾞｳ平均が史上最高値を更新､原油先物相場も上昇したﾘｽｸ選好度の高い地合を引き継ぎ､ﾄﾞﾙ円は東京時間ｵｰﾌﾟﾝ前に
104.88まで上昇｡東京時間104.73ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ後､本邦輸出企業の売りが見られた他､日経平均が300円超高から徐々に上げ幅を縮める
動きにﾄﾞﾙ/円はやや上値が重くなると､ 菅官房長官の｢ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰﾏﾈｰを検討している事実ない｣とのﾍｯﾄﾞﾗｲﾝ直後には103.95まで下落｡し
かしながら104円割れの水準では押し目買い意欲が旺盛で反発すると､その後は目先の手掛かりを欠いて104円台前半で揉み合い推移
し､104.19ﾚﾍﾞﾙで海外時間に渡った(東京15:30)
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は104円台後半まで上昇した後､再び104円台半ばへ反落する展開となった｡朝方は104.19ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡ﾛﾝﾄﾞﾝ時間午
前中に本邦政府関係筋の10兆円の刺激策を検討との話が再びﾌﾞﾙｰﾑﾊﾞｰｸﾞから報道されるとﾄﾞﾙ円は104円台後半まで上昇｡その後NY勢
が参入する頃に米長期金利が一段と低下したことを受けﾄﾞﾙ円は下落し､104.62ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡また､ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.10台半
ばから後半へ上昇｡朝方は1.1063ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝし､欧州株の軟調な出だしを受け一時1.10台半ばまで下落｡しかしその後欧州株が前日比
ﾌﾟﾗｽに転じ､かつﾄﾞﾙ円の上昇をうけ堅調となったﾕｰﾛ円にもつられる形で1.10台後半まで上昇し､1.1075ﾚﾍﾞﾙでNYへ渡った｡(ﾛﾝﾄﾞﾝﾄｰﾙﾌ
ﾘｰ 日比野00531 444 179)

昨日海外時間のﾄﾞﾙ円は往って来いの展開｡本邦政府による財政出動や日銀による追加緩和実施への期待から､ﾄﾞﾙ円は104円台後半まで

上昇｡その後､米6月輸入物価指数､同6月財政収支の結果を受けてﾄﾞﾙ売りが強まると､103.91まで下落｡原油価格が下落したことも相場の重

石となった｡しかし､米株が底堅く推移したこと等から結局ﾄﾞﾙ円は104円台半ばまで戻した｡本日は､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ銀行(BOE)の金融政策委員会を控

えｱｼﾞｱ時間は小動きになるものの､海外時間にはある程度値幅が出ることを想定｡Brexit後としては初となる今会合で､BOEは政策金利を引き

下げると予想されているが､同会合で今後の景気見通しや追加緩和策の内容についてどのような議論がなされたかも注目される｡折しも英国

では昨日ﾒｲ氏が首相に就任し､次期英首相に対する政治的不透明感は払拭された｡ここでBOEが英政府と連携して景気底割れを回避するた

めの強力な緩和策を示せば､ﾘｽｸｾﾝﾁﾒﾝﾄの改善により短期的にﾄﾞﾙ円が上昇するﾀｲﾐﾝｸﾞがあると考える｡


